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1．はじめに  CALS/ECにおいて，情報の標準化等

が行われている．アクションプログラムでは，2004

年度までのフェーズ 3 で，CAD高度化の実証実験や

プロダクトモデルによる電子納品等が目標として挙げ

られている 1)．フェーズ 3 の後，次世代 CALS/ECと

言われる建設プロセスの再検討，いわばデータ高度利

用が行われることになる 2)．そこで，筆者らは主要な

社会基盤のひとつである河川に着目し，河川での建設

プロジェクトにおけるデータ高度利用のためのモデル

の研究を行ってきた．本稿では，河川におけるモデル

化についての一提案を行う． 

2．建設業界におけるモデル化の動向  現在，モデ

ル化の動きの中で，橋梁や道路などの構造物モデルと

してプロダクトモデルに関する研究開発が行われてい

る 3)．プロダクトモデルの模式図を図-1に示す． 

 プロダクトモデルにより，設計・解析・照査等の

システム間のデータ相互運用が可能となり，技術者の

業務にかかる負担が軽減される． 

河川においてモデル化を行う場合，地形が構造物と

同等かそれ以上の重要性を持つため，地形のモデル化

において，構造物を扱うプロダクトモデルとは異なる

新たなモデルが必要となってくる． 

3．河川プロジェクトモデル  河川におけるモデル

化に際しては，以下の 2つの条件を考慮した． 

• 今後の 3次元CADの普及などから，データ高度利

用のために汎用型 3次元データであること． 

• 河川事業における調査・計画・管理等の広域性か

ら局所的ではなく広域的なデータであること． 

これらのことから，流域全体での構造物および地形

の 3次元データのモデル化を行うこととし，これを河

川プロジェクトモデルと呼ぶ． 

3-1．河川プロジェクトモデルの構成要素  河川プ

ロジェクトモデルの構成は大きく構造物モデルと地形

モデルの 2つに分けられ，その性質からさらに 2分さ

れ計 4要素からなる． 

構成内容と模式図をそれぞれ表-1，図-2に示す． 

(1) 構造物モデル 

構造物のモデル化については前述のプロダクトモ

デルに準じるものとする． 

(2) 地形モデル 

プロダクトモデルは XML形式で記述されたモデル

であり，地形モデルについても同形式のモデルとする． 

構造物モデル，地形モデルともに XML形式のモデ

ルとすることで，独自システムに依存せずインターネ

ットベースで利用可能であるなど，建設プロジェクト

におけるデータ共有・活用に有効でCALS/ECの目的

と合致したものとなる． 

3-2．建設プロセスにおける河川プロジェクトモデル 

 河川プロジェクトモデルにより，建設プロジェクト

で一貫したデータの共有・利用が可能となる．以下に
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図-1 プロダクトモデルの模式図 
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  <Y>　5</Y>
  <Z>30</Z>
</構造物A>

施工構造物 (S1) プロジェクトにより新たに創りだされる構造物

既存構造物 (S0) プロジェクト以前から存在する構造物

可変地形 (l1) 掘削、盛土などにより改変を伴う地形

不変地形 (l0) プロジェクトにおいて改変を伴わない地形
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地形モデル

表-1 河川プロジェクトモデルの構成内容 

表-1 河川プロジェクトモデルの構成内容 

図-2 河川プロジェクトモデルの構成模式図 
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図-2 河川プロジェクトモデルの構成模式図 
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建設プロセスで利用可能であると考えられるものを挙

げる(図-3)． 

3-3．地形モデルへの流れ  今後，3次元CADなど

コンピュータ上での計画・設計などが普及していき， 

3 次元データを扱う機会が増してくるものと考えられ

る．しかし，単に全ての地形情報を 3次元化しただけ

では多くの問題が発生する可能性がある．また，特に

河川においては地形形状の経年変化が，重要な検討項

目となってくるため，いかに現在の測量成果品と 3次

元データを繋げそれを把握するかが課題となってくる． 

 そこで，現在の測量成果品のモデル化を行い，そこ

からデータ 3次元化によって地形モデルデータを得る

新たなシステムを考案した(図-4)． 

4．河川測量モデル  河川測量モデルとは，平面図

及び横断面図といった2次元測量データに含まれたデ

ータを XML形式によりモデル化したものである．主

な構成及び記述例をそれぞれ図-5，図-6に示す． 

河川測量モデルは，平面測量モデル及び横断面測量

モデルからなり，それぞれに基礎情報(河川名，測量年

月日など測量成果納品時に必要な文字情報)と形状情

報(横断面線，平面境界線など測量によって得られた2

次元データ)からなっている． 

 この河川測量モデルによって図-4に示すように，補

間プログラムを介し 3次元データである地形モデルデ

ータへの変換が行える．また，河川測量モデルは 2次

元データであるため従来の図面への出力も可能である．

今後，データの 3次元化が進むことになるが，図面は

現場における人間同士の情報伝達には必要であり，こ

れも担保したものとなる． 

5．おわりに  本稿では，河川における建設関連情

報のうち，構造物及び地形に関するモデル化として，

河川プロジェクトモデルを提案した．また，その中の

地形モデルに関して，2 次元測量データのモデル化を

行い，3 次元データを得る新たな流れを提案した．こ

れにより，2 次元データ・3 次元データ相互移行のス

ムーズ化が図れ，建設プロセスの効率化につながるも

のと考える．今後は，実際の業務プロセスの中で河川

プロジェクトモデル及び河川測量モデルの利活用につ

いて継続研究予定である． 
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河川プロジェクトモデル

＜?xml version="1.0" ?＞
　＜平面測量モデル＞

　　＜基礎情報＞

　　　＜河川名＞九頭竜川＜/河川名＞
　　　＜測量年月日＞20030101＜/測量年月日＞
　　　＜納品年月日＞20030307＜/納品年月日＞
　　　･･･中略･･･ 

　　＜/基礎情報＞
　　＜形状情報＞

　　　＜横断面線　name=”11.8K”＞
　　　　＜左岸側距離標＞16009.039,14583.424＜/左岸側距離標＞
　　　　＜右岸側距離標＞16478.863,14769.676＜/右岸側距離標＞
　　　＜/横断面線＞
　　　＜横断面線　name=”12.0K”＞
　　　･･･中略･･･

　　　＜/横断面線＞
　　　･･･中略･･･ 

　　　＜平面境界線　id=”1”＞
　　　　＜座標＞15997.419,14578.817＜/座標＞
　　　　＜座標＞16010.268,14554.761＜/座標＞
　　　･･･中略･･･ 
　　＜/形状情報＞
　＜/平面測量モデル＞

図-6 河川測量モデルの記述例(平面測量モデル) 
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図-5 河川測量モデルの構成 
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図-4 河川測量モデルからの流れ 
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図-3 建設プロセスにおける利用例 
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